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フードバンクにいがたは、2012 年に始まったモデル事業「パーソナル・サポート・センター」（昨年から生活

困窮者自立支援法に基づく）の支援員から、米どころ新潟で明日のコメに事欠く利用者が居る、と聞かされたこ

とがキッカケで生まれました。 

 最初は、少ないボランティアが「米 1 合プロジェクト」、つまり家庭にあるお米を持ち寄り提供する運動でし

た。しかし、それではすぐに間に合わなくなり、米以外の食料品も含め食料調達を継続的に届けるシステム（組

織）が必要となり、2013 年に先進事例の講演学習を兼ねた設立総会を開催。徐々に会員・ボランティアの参加を

増やし、今では小学生から高齢者までの市民のほか、生産者や企業、行政などから年間数十トンの食料寄贈があ

り、児童・障がい・高齢ほか、また最近は子ども食堂などの諸団体を窓口として届けています。 

しかし、この事業・運動を推進するうえで大きな困難があります。市民の自主事業とはいえ事業・運動の継続

に必要な人材・資金が圧倒的に不足しています。とくに事務局や地域センターの要となり中心的にコーディネー

トする人材とそれを支える財政力が不可欠です。 

会員・読者・関係者の皆さん、どうかこの運動の前進のために力をお貸しください。 

 食品ロスの問題解決（もったいない）と困ったときの支え合い（ありがとう）を結ぶ、豊かで温かい地域共生

社会を皆でつくりましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふーどん通信 

ふーどん通信 No.８ 2016 年９月秋号 

発行：フードバンクにいがた事務局 

〒950-0965 新潟市中央区新光町 6－2 

Tel 025―384―4466 Fax 025―384―8224 

長岡センター Tel 090-2142-6119 

E-mail:fbn@roukyou.gr.jp 

 

つながろう・ひろげよう・支え合おう 

～四年目に向かって～            代表 高見 優 

第３回にいがた食の映画祭のご案内 

日時： 10 月２９（土） 10 時～１６時 

場所： 花育・食育センター2階ホール 入場無料 

 

上映作品：オーガニック信仰、Just eat it、バナナの逆襲 

パネル展示、ほか以下のイベント 

・段ボール箱コンポスト講座（新潟市）１０時～１１時３０分 

・親子味噌つくり体験講座（石山味噌）１３時３０分～１５時 

（先着 15 組の親子要予約、準備するもの有り） 

※ １品持ち寄りフードドライブもやります。 分けていただける食品１品だけお持ちより下さい。 

 詳細もしくは予約は右記へ電話でお願いします：025―384―4466 フードバンクにいがた事務局 
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内閣府が進める「子供の未来応援国民運動」の一環として、支援団体と提供企業とのマッチングサイトが運用

されていますので紹介します。 

 これは、子供の貧困対策に資する支援をする団体と物品の

寄附、場所・施設の提供、知的財産の寄附等ができる企業の

登録を得て、団体と企業間でそれぞれ必要とする相手を探す

ことのできるサイトとなっています。 

 例えば、「フードバンクにいがた」がどんな支援活動がで

きるか、しているかという内容で登録します。そして、支援

活動をサポートする企業を探すで食品寄贈ができる企業を

見つけることができれば、メールを送って提供依頼をすることができるという仕組みです。また、「フードバン

クにいがた」の活動に関心のある企業からメールが来る場合もある訳です。 

 という仕組みで、食品寄贈の企業を全国的に見つけることのできる方法が一つ増えたという事です。実際は、

こちらの必要にあった企業の登録がいつでもある訳ではないというのが現状です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、山田英夫副代表の退任がありました。 

総会後の急な異動でしたので総会での報告ができませんでした。 

 

副代表退任にあたって  山田 英夫 

 

 このたび私の本来職務であるワーカーズコープの年次異動に伴い、二年間担った副代表を退任させていた

だくこととなりました。 

 「もったいない～ありがとうへ」をキャッチフレーズとするフードバンク運動は、誰もが関われ、貢献で

きる社会運動であり、格差社会が深刻化する日本にあっても、その必要性は日増しに拡大してきています。 

 近代国家ならば、不要となるのが理想の運動ではありますが、実際に関わることとなった結果、真逆の現

実と向き合う毎日でした。 

 当フードバンクも活動エリアの拡大が課題となっていますが、心の底には、常に運動拡大を望まないもう

一人の私との葛藤が渦巻いており、今後もそれは変わらないでしょう。 

 しかし、必要とされる以上、誰かしらが担わねばならない社会的課題に外ならず、私も引き続き、微力を

傾注していく決意です。 

 

子ども食堂に関心のある方 

子ども食堂ネットワーク 事務局 

電話：03-5365-2296 FAX：03-5365-2298 

メール：info@kodomoshokudou-network.com 

生活困窮者支援に関心のある方 

新潟パーソナルサポートセンター 

電話：025-385-6851 FAX：025-385-6852 

メール：niigata-pscenter@bz04.plala.or.jp 

つながれ 

少しのお金と少しの勇気 

秋といえばお祭りだ！ 大学、小学校でもフードドライブだ！ 

10 月 10 日、新潟医療福祉大学（10時～）  10 月 15 日、紫竹山小学校ＰＴＡまつり（9時～） 

10 月 16 日、新潟薬科大学（10 時～）    10 月 22 日、新潟大学にて（10 時～） 

学生さん、お父さん、お母さんたちが頑張ってくれています。 

祭 
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 社長である私は、スリランカ出身で 25 年ほど前に来日し、日本人の人柄や、日本の生活が好きになり、日本で生活をしたいと考

えました。 

 当社は、長岡市で日本製中古自動車の輸出業を営んでおります。1995 年設立で、おかげさまで 21 年目を迎えます。母国スリラン

カでは移動手段はほぼ車で、そのうち日本車が 7 割近くになります。 とくに、ハイブリッド車が人気となっています。当社も、

スリランカのお客様に喜んでもらえるような車を提供しようと心がけております。 

 母国スリランカの経済は、日本のように豊かではなく、格差社会という現実があり、人の

助けが必要な貧困の家庭が多く、助けが行き届いていない所があります。私自身の里帰りの

時は、障害者施設にちょっとした支援をするように心がけています。 

 私は日本に来て、日本にお世話になり、豊かな日本では貧困はないと思っていました。そ

れに乗り遅れたり、家庭の事情により行き詰ったり、普段のやりとりが難しくなっている人

達が大勢いることに気づきました。 

一年ほど前に、フードバンクを知る機会があり、そうゆう人達を応援する素晴らしい活動

をする所に心ひかれ、私もできることから力になりたいと考え周りの人達にも声をかけているところです。 

 ほぼボランティアで活動されているみなさんに、感謝とともに、神から素敵な豊かさをもらえるよう願います。 

（バンネヘカ．Ｗ．Ｄ．クマール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（有）ＪＣインターナショナル     ≪支援企業・団体の紹介≫ 

 

３ 

ふーどんの活動日誌 

・7月 7日、県消費者協会の月刊誌に「ＦＢにいがた」の特集掲載 

・7月 19 日、敬和学園大学生 30 人へのＦＢ活動の授業講演（山田英夫副代表） 

・7月 20 日、「異業種交流会（13社参加）」で講演（山田英夫副代表） 

・7月 26 日、農家横山繁氏より米１２０ｋｇの寄贈（写真１） 

・7月 29 日、生協の総会にて「虹の会」の 400 社にＦＢリーフレット配布（真木） 

・8月 2日、村上市ボランティア協議会がフードドライブ（写真２） 

・8月 2日付、全国フードバンク推進協議会より「内閣府のマッチングサイト」の紹介 

・8月 24 日、県防災課より缶詰の寄贈（写真３） 

・8月 25 日、長岡市ボランティア大学でＦＢ紹介（長岡センター山崎） 

・8月 29 日、県高齢者大学の「食育実践コース」にて講演（真木） 

・９月５日 県高齢者大学の「食育実践コース」にてＦＤ。寄贈多数。 

・8～９月、ホームページ刷新中（稲村ほか） 

どんなボランティア

や。意味分らん！ 

１ 
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・・◇今後のフードドライブの予定 ◇・・ 

10 月 10～20 日  長岡市社協（期間常設） 

11 月 10～20 日  ながおか医療生協（期間常設） 

毎月第二火曜日 10:00―12:00 江南区役所脇社協福祉センター 

毎月第二土曜日 10:00－12:00 中央区万代シネ・ウインド 

毎月第二土曜日10:00―12:00 北区豊栄さわやか老人福祉センター 

毎月 20 日 10:00―12:00 南区臼井デイサービス「うすい」          

毎月第三土曜10～12時 JA新潟市きらきらマーケットいくとぴあ食花 

毎月月末金曜日 10：00～12：00 東区役所内社会福祉協議会 

11 月 1 日～常設 新潟市南区「白根健康福祉センター」業務時間内 

11 月 1 日～月・木常設西区小針ささえあいコミニテイ生協新潟 

11月1日～常設 中央区社会福祉協議会（コシジ3階）業務時間内 

11月 1日～常設 中央区西堀地下よろっ toローサさま業務時間内 

☆上記の場所は毎月開催してるフードドライブです！☆ 

新潟市も豊かな食文化の発信に力を入れてるよね。

食文化、食の問題に関わっているいろんな団体もい

っぱいあるし。うちらも、新潟の食のネットワーク

の中で情報発信拠点のひとつになれたらいいなぁ。 

この他、寄贈いただいた一般家庭の皆様、生産農家の皆様、フードドライブを開催してくださった皆様、支

援をいただいた会員の皆様に改めまして、感謝申し上げます。ありがとうございました。 

26 年度 4 月～ 食品寄贈団体・企業（敬称略・順不同） 

・ささえあい農場・阿賀野市社会福祉協議会・新潟県労働

金庫・石山味噌醤油株式会社・大和ハウス工業株式会社 

・JP 労組ユースネットワーク・五泉市役所 ・粋虎卯会 

・ワーカーズコープ新潟事業所・角利産業（株）・新潟市他 

♡ご協力 ありがとうございます♡ 
 28 年度 9 月現在 会員団体・個人（敬称略・順不同）  

 ・阿賀野市社会福祉協議会 ・オフィスサポートきずな ・自立援助ホームたいむ ・新潟県労働金庫 ・燕市 

・ささえあいコミュニティ生活協同組合新潟 ・NPO 法人女のスペースにいがた ・（一社）新潟県労働者福祉協議会  

・新潟県総合生活協同組合 ・全農林労働組合新潟分会 ・石山味噌醤油（株） ・菊水酒造（株）・有限会社大島鉄工所 

・（一財）新潟県ろうきん福祉財団 ・情報労連新潟県協議会 ・日本郵政グループ労働組合新潟連絡協議会 ・原信(株) 

・ＵＡゼンセン原信労働組合 ・連合新潟 ・ＮＰＯ法人スマイルサポート新潟 ・一般社団法人パラシュート 

・ワーカーズコープ北陸信越事業本部 ・新潟県高度情報社会生活支援センター ・一般社団法人ノブレス・オブリージュ 

・日本共産党新潟市議会議員団・㈱アートグラフィック新潟 ・連合中越地域協議会 他  ・個人会員 102 名 

万代シネ・ウインドでフードドライブ開催 農家の方からお米・人参・サツマイモ・たまねぎ寄贈も 

28 年度 3 月現在 受入施設・団体（敬称略・順不同） 

・地域活動Ｃ石山 ・ライフデザイン ・女のスペースにいがた  

・新潟天使園 ・スペースひなた ・たいむ ・SCLLC   

・ささえあいコミュニティ生協新潟 ・NPO ピュアはーと  

・FLIP ・ NPO 子どもセンターぽると 等の 6２団体 

 

「にいがた食の映画祭」実行委員

会をつくりました 

 「にいがた食の映画祭」は、「フードバンク

にいがた」の活動を広く知ってもらうために３

年前から始まりました。その間、食品廃棄、ジ

ャンクフード、お米、等色々な食の問題をテー

マにした作品を上映してきました。そして、今

後も「にいがた食の映画祭」を継続しつつ、「フ

ードバンクにいがた」の食に関する活動発信力

を強化するためにあらためて実行委員会をつ

くりました。あなたもこの映画祭に関わってみ

ませんか。いつでも歓迎します。 

フェイスブック  

日々更新しています。「フェイス

ブック フードバンクにいが

た」でチェックして見て下さい。 


